
調査の目的と経緯 

 全国都市交通特性調査は、交通の主体である人の動きに着目し、調査日１日のすべ

ての動きを捉えることにより、全国の都市及び町村の交通状況について、過去からの変

化や地域別等の交通特性等を把握する調査です。 

 本調査は、昭和６２年度以降概ね５年に１度実施され、平成２２年度に第５回調査を行

います。 

「平成２２年度 全国都市交通特性調査」の概要 

調査結果の活用 

 全国都市交通特性調査の結果は、現在の交通状況の把握や今後の都市交通計画の

基礎的情報として、幅広く都市交通政策に活用されます。 

【平日の交通手段利用率（都市平均）】 【平日の1日の移動の例】 

○調査を効率的に実施するため、郵送方式で実施します。  

 近年、オートロックマンションの増加等により、従来の訪問・留置方式の調査では、調

査対象者の方々を訪問することが難しくなっていることから、調査票を郵送配布・郵送回

収する方式で、交通に関するアンケート調査を行います。 

○全国から選定した市町村で調査を実施します。 

 全国各地域の交通特性を把握するための「地域類型別交通行動調査」の対象７０都

市６０町村に加え、高速道路無料化社会実験対象区間の沿線市町村の調査を行うこと

とし、合計１００都市６７町村を選定しています。 

 調査対象市町村にお住まいの方の中から無作為に抽出させていただいた約２１万世

帯（現在、同居されているご家族の方）を対象に調査を行い、回答結果を統計的に処理

することで、平均的な移動回数や交通機関の利用率などの交通特性を把握します。 

調査の目的と経緯 

調査方法について 

（出典）平成17年度全国都市交通特性調査 



「平成２２年度 全国都市交通特性調査」の概要 

調査対象市町村一覧 （１００都市・６７町村） 

○調査対象都市 

○調査対象町村 
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